
？

　千
葉
市
に
移
り
住
ん

で
35
年
以
上
に
な
り
ま

す
が
、
千
葉
市
内
に
こ

れ
ほ
ど
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。

お
ま
ご
バ
ス
で
交
流
セ
ン
タ
ー
に
着

く
ま
で
の
車
窓
に
広
が
る
森
や
畑
の

緑
。
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
池
に
羽
ば

た
い
て
い
た
青
鷺
の
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

　若
葉
区
の
豊
か
な
緑
は
、
同
じ
千

葉
市
と
は
思
え
な
い
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
千
葉
市
民
が
農
業
を
体
験
で
き

た
り
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
身
近
な
市

内
の
観
光
資
源
と
し
て
、
も
っ
と
上

手
に
運
営
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。（
例
え
ば
、
千
葉
酪

農
協
同
組
合
の
売
店
に
は
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
お
土
産
に
持
ち
帰

れ
る
包
装
も
用
意
す
る
と
、
も
っ
と

買
い
物
客
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
の
に
…
。）    

　
　
　
　（鬼
塚
尚
子
）

千
葉
モ
ノ
レ
ー
ル
千
城
台
駅
よ
り

「
お
ま
ご
バ
ス
」

富
田
町
原
田
池
下
車
徒
歩
１
分

富
田
入
り
口
下
車
徒
歩
10
分

「
さ
ら
し
な
バ
ス
」

富
田
町
①
下
車
徒
歩
12
分

2013 年 9 月市民ネットワークは平和憲法を守り、原発のない社会を目指します

山田京子
の

議会報告

ご意見・ご感想を市民ネットワークわかばまでお寄せ下さい。本紙を配布するボランティアも募集中

◆
公
民
館
運
営
審
議
会
の

　
　
　
　回
数
を
増
や
し
、
研
修
を
！

　
い
ま
、
千
葉
市
の
公
民
館
は
教
育
委

員
会
直
営
で
、概
ね
中
学
校
区
に
１
つ
、

計
47
館
あ
り
ま
す
。
各
区
の
中
核
公
民

館
に
は
、
公
民
館
運
営
審
議
会
（
＝
公

運
審
）
が
設
置
さ
れ
、
毎
年
度
の
事
業

報
告
と
新
年
度
事
業
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
開
催
は
た
っ
た
年
２
回
。

か
つ
て
は
研
修
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
は
予
算
も
な
く
、
各
委
員
は
公

民
館
の
法
的
根
拠
、
目
的
＊
、
歴
史
、

他
の
先
進
例
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
会

議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
立
市
で
は
、
毎
月
公
運
審
が
開
催

さ
れ
、
館
長
が
諮
問
し
た
諸
課
題
を
協

議
し
た
り
、
公
運
審
か
ら
も
教
育
委
員

会
あ
て
に
要
望
書
を
出
す
こ
と
も
多

平成25年第２回定例会
６月25日～７月12日

　
今
議
会
は
熊
谷
市
長
２
期
目
初
の
議
会
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
６
月
議
会
で
は
代
表
質
問
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
選
挙
直
後
だ
か
ら
こ
そ
市
長
の
基
本

姿
勢
を
問
い
た
い
と
い
う
議
会
内
の
声
を
受
け
、
会

派
を
代
表
し
て
の
代
表
質
問
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
賛
成
し
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
「
議
会
の
あ
り
方
検
討
協

議
会
」
に
代
わ
っ
て
、
新
た
な
「
議
会
改
革
推
進
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２
年
間
で
積
み
残

し
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

＊
社
会
教
育
法
第
20
条

　
公
民
館
は
市
町
村
そ
の
他
一
定
区
域
内
の
住
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活
に

即
す
る
教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
住

民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の
振

興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

廃校校舎を

　　元気にする技

廃校校舎を

　　元気にする技

富
田
都
市

農
業
交
流

セ
ン
タ
ー
見
学

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　バ
ス
に
乗
っ
て
〜

公
民
館
の
将
来
を
考
え
る
の
は

一
般
質
問
か
ら

一
般
質
問
か
ら

だ
れ
だ
れ
だ
れ

　少子化と共に学校統廃合の問題に揺れる地域は多い。若葉

区も例外ではない。学校適正配置地元代表協議会を立ち上げ

た地区もあるが、愛すべき母校の存続をかけた話し合いはな

かなか難しい。堂々巡りの議論から抜け出すには？そのヒン

トを探しに、廃校校舎をうまく活用している「四谷ひろば」

を見学させてもらった。

　「四谷ひろば」は、廃校となった新宿区立四谷第四小学校

跡地で、「地域ひろば」「東京おもちゃ美術館」「CCAA アー

トぷらざ」が新宿区と協働で運営している施設である。その

中の「地域ひろば」を今回見学させていただいたのだが、こ

こは思い入れのある学校を大切に思う地域住民の熱い気持ち

で作り上げた「地域の集いの場」だった。

　株式会社の参入や NPO による事業も展開されている廃校

校舎。そんな流れの中で「地域ひろば」が地域住民による自

主管理、自主運営という地域協働に拘ったのは「愛する母校

を失った悔しさのエネルギー」だったのだそうだ。しかし、

これは決してマイナスの感情ではない。自分たちの学校を自

分たちの手で守っていきたい、というどこまでも前向きな気

持ちだ。「責任を負える範囲でやる」「運営側はボランティア

に徹する」など、大切な母校を末永く地域で活かして行くた

めのノウハウには学ぶものが多い。　　　　　　  （金田洋子）

富田：芝桜やコスモスの開花時期に多くの来場があるが、四季を通じて多

くのみなさまに楽しんでいただけるような工夫が必要。

下田：直売所・レストランの売り上げが停滞。さらなる集客の確保に取り

組む。

中田：20 平方メートル区画の貸農園の契約率が低い（大きい区画の方が

人気）。企業へのPRなど新たな取り組みが必要。

３拠点がさらに相互に連携しながら地域の魅力を発信する必要がある。

く
、
委
員
の
活
動
が
と
て
も
活
発
で
す
。

　
も
っ
と
公
運
審
を
活
性
化
す
る
た
め

に
、
千
葉
市
で
も
最
低
、
公
運
審
を
年

3
回
、
そ
し
て
研
修
を
行
う
こ
と
も
提

案
し
ま
し
た
が
、「
考
え
て
い
な
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

◆
公
民
館
の
将
来
像
を

　
　
　
　公
運
審
に
も
問
う
べ
き

　
公
民
館
の
将
来
像
に
関
し
、
議
会
で

は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
考
え
て

い
る
と
表
明
し
ま
し
た
が
、
教
育
委
員

会
は
、
い
ま
だ
に
公
運
審
に
説
明
も
な

く
意
見
も
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
公
運
審

に
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
か

ら
聞
く
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
も
っ
と

早
い
段
階
で
、
説
明
と
議
論
の
時
間
を

と
り
、
委
員
に
公
民
館
の
将
来
像
を
問

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス

市長マニュフェストを問う 代表質問から代表質問から

「そこそこ都会でそこそこ田舎の魅力を最大限に活かす」について。

若葉区に 3か所ある富田･下田･中田の各都市農業交流セン
ターの課題は？

週末に泊まりがけで農村部に野菜を作りにくる都市住民の
ニーズもあるのでは？宿泊が可能になれば観光レジャー的
な農村部の活用の可能性が生まれるのではないか？

当面日帰り利用が中心になるだろうが、他市に宿泊施設を備えた市民農園

の事例もあるので、今後本市でのニーズについてアンケートを実施するな

ど、さらなる農村部の活性化に向け研究していく。

答弁を受けて：田舎の魅力を引き出すには都市住民のニーズをつかむ必要
があり、都市住民が企画に参加する必要があるように思う。地元の方たちだけ

に任せるのではなく新しい発想を持った人材を登用していくことを求めたい。

？？？

？？？
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